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令和６年度建設事業評価（街路事業）

都市計画道路 茨木寝屋川線
街路事業
［茨木市］

【事前評価】
（補足説明資料）

資料2-2

令和６年度第５回（R６.10.31）
大阪府建設事業評価審議会

いばらき ねやがわ



第５回審議会における
ご指摘事項と対応➀

【ご指摘事項】

全体事業費が大きいが、その中で事業費が大きくなる要因と
なっている、阪急京都線交差部のアンダーパス構造の必要性
について、都市計画変更の経緯も踏まえ説明を補強されたい。

【対応（追加資料）】

・令和６年度都市計画変更の概要（３ページ～４ページ）

・アンダーパス構造を採用した経緯（５ページ～７ページ）
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１．令和６年度都市計画変更の概要 【参考】

起点

終点

区間
L=約1,500m

至 寝屋川市

摂津市

■都市計画道路 茨木寝屋川線（茨木市域）の概要

【全体延長】 約5,850ｍ

【車線数】 ２車線：約4,530ｍ
４車線：約1,320ｍ

■都市計画変更区間

【延長】 約1,500ｍ

【都市計画決定（当初）】
昭和38年１月14日

【幅員】 20m

【構造】 阪急京都線と立体交差
（鉄道高架）

拡大図

（当初決定時の構造）
高槻茨木線と平面交差
阪急京都線と立体交差



１．令和６年度都市計画変更の概要
■都市計画変更の概要

【都市計画決定（変更）】
令和６年９月13日

【変更内容】
① 標準幅員20ｍ

⇒標準幅員21.5ｍ

＊最小幅員15.1ｍ

＊最大幅員55ｍ

② 構造（一部区間）
平面構造
⇒ 掘割構造＋ボックス構造

掘割構造 掘割構造

一級河川 安威川

府道 枚方茨木線

市道東西通り

ボックス
構造
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ボックス構造部

本線と

連結側道との

交差点部

（
2
1
.5

～
2
2
.5
m

）

（一般部）

【参考】



１．アンダーパス構造を採用した経緯

ボックス構造掘割構造

茨木寝屋川線

掘割構造

至 市道東西通り（終点）
至 八尾茨木線（起点）

縦断図
（現行都計）

阪急
京都線

高槻
茨木線

縦断図
（当初都計）

茨木寝屋川線

5

全体平面図

アンダーパス 約530m

高槻
茨木線

阪急
京都線

アンダーボックスを、当初計画よりも低い位置に設置
する必要が生じ、高槻茨木線との平面交差が不可能
となったことから、交差構造を大きく変更

【参考】

既存水路

高槻茨木線と平面
交差した場合、阪急
の離隔確保が不可

市道東西通り



１．アンダーパス構造を採用した経緯
■比較検討（アンダーパス以外の検討について）

【参考】

阪
急
京
都
線

橋梁区間 約700m

高さ約15ｍ

コンクリート擁壁

橋梁構造（案） （府道高槻茨木線、阪急京都線を上越し）

ルート概要 高槻茨木線、阪急京都線を橋梁形式にて立体交差する計画

課題
・アンダーパスに比べて、延長が長くなる（約530ｍ→約700ｍ）
・既成市街地に橋梁（高さ約15ｍ）を新設され、また橋梁区間の前後区間はコンクリートによる擁
壁が築造されることで、景観や日照、電波などへの追加対策が必要

不採用とした理由
・地域分断や日照阻害など地域に与える影響が大きく、実現性に劣る
・構造高さが高いことや、側道を設置する延長が長くなることから、

事業費等において優位性がない
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茨木市駅

茨
木

寝
屋

川
線

安威川

鉄道高架化範囲

仮線範囲

鉄道の営業速度を確保した場合、曲
線が大きくなることで擦り付け区間が
長くなり、茨木市駅の改修が発生

茨木市駅の改修を回避した場合、擦り付け区間の曲
線が急になることで、営業速度が低下することによる
大幅な運行ダイヤ変更が発生

１．アンダーパス構造を採用した経緯

阪急京都線高架化（案） （本路線を現地盤高で整備）

ルート概要 阪急京都線を高架化（嵩上げ）し、本路線と府道高槻茨木線と平面交差する計画

課題

・阪急京都線を高架化（嵩上げ）した場合、阪急茨木市駅の改修や大幅な運行ダイヤの見直しが
必要

・高架化（嵩上げ）工事に伴う仮線設置のための用地が必要
・上記仮線設置に伴い、府道高槻茨木線の付け替え道路の整備が必要

不採用とした理由
・道路や鉄道の切り替えを伴うため、周辺地域をはじめ社会的影響が非常に大きい
・工事費等が大きく、事業費において優位性がない
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■比較検討（アンダーパス以外の検討について）

【参考】

高槻茨木線 付替道路



第５回審議会における
ご指摘事項と対応②

【ご指摘事項】

事業効果について、定量的な説明や、路線全体での説明に
ついて補強されたい。

【対応（追加資料）】

・事業効果について（定量的な説明）（９ページ～10ページ）

・事業効果について（定性的な説明）（11ページ）
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２．事業効果について（定量的な説明）
■整備による時間短縮効果

【参考】

枚方茨木線

鳥
飼

八
丁

富
田

線

茨木IC

大阪高槻京都線
大阪中央環状線経由

約３０分

国道171号
茨木寝屋川線経由

約２０分

枚方茨木線経由
（茨木市駅前通過）

約２０分

国道171号
茨木寝屋川線経由

約１３分

茨木市駅

茨木IC～北大阪流通センター

茨木IC～鳥飼八丁富田線

約１０分
短縮

約７分
短縮

凡例
主要渋滞箇所

北大阪流通センター
（トラックターミナル等） 茨木寝屋川線の整備により、時間短縮

が図られ、また主要渋滞箇所における
交通負荷の軽減も図ることができる 9



２．事業効果について（定量的な説明）

整備なし（R22） 整備あり（R22）

■阪急茨木市駅周辺における混雑度差分 上段：交通量（百台）
下段：混雑度

90
0.69

149
1.13

128
1.03

194
1.51

157
1.21

184
1.53

74
0.59

89
0.70

159
1.21

129
1.04

118
1.46

138
1.07

凡例
主要渋滞箇所

市道東西通り 市道東西通り

〇本路線の整備によって、並行する八尾茨木線や枚方茨木
線は、交通量、混雑度ともに大きく減少しており、駅前
道路への交通集中が緩和する

【参考】

235
1.91

①八尾茨木線

①

②枚方茨木線
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２．事業効果について（定性的な説明）
■事業効果の定性的分析（【補足】広域ネットワークについて）

高槻IC茨木千提寺IC

枚方市

茨木市

摂津市

箕面市

高槻市

171

423

１

産業集積地域
（彩都土地区画整理事業）

○本路線は、大阪中央環状線や国道170号などと同じく、大阪の骨格となる中央環状軸を形成する路線
〇また、北大阪地域の物流の効率化、地域の活性化等に寄与する重要な路線
○名神高速道路（茨木IC）、国道171号へのアクセス性の向上による物流の効率化
○国道171号（広域緊急交通路）へのアクセス性の向上による防災機能の強化
○南北の広域ネットワークの機能強化によるリダンダンシー確保

【参考】

骨格道路のイメージ

事業箇所

寝屋川市

国 土 軸

北河内
地域

吹田JCT

茨木IC

479

茨木寝屋川線

１

産業
集積
地域 168

１70

１70



第５回審議会資料の訂正について

第５回審議会にて使用した、「資料2-2 追加説明資料（都市計画道路
茨木寝屋川線街路事業） 」のうち、１３ページの内容に一部誤りがありま
したので、次ページ以降に訂正内容を添えた資料を追加いたします。

なお、ホームページにて公開している「資料2-2 追加説明資料（都市計
画道路茨木寝屋川線街路事業） 」については、正しく訂正したものを掲載
しております。
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〇本事業の整備により、周辺で混雑している八尾茨木線（-75百台/日）、枚方茨木線
（-39百台/日）等から茨木寝屋川線（+120百台/日）に交通転換すると予測
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２．事業の必要性等に関する視点

整備なし（R22） 整備あり（R22）

■事業の投資効果（費用便益分析）③ 交通量図 （単位：百台）
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凡 例

事業区間

未整備区間

八尾茨木線
-75百台/日

枚方茨木線
-39百台/日

茨木寝屋川線
120百台/日

235 184

訂正前

訂正箇所



〇本事業の整備により、周辺で混雑している八尾茨木線（-75百台/日）、枚方茨木線
（-39百台/日）等から茨木寝屋川線（+120百台/日）に交通転換すると予測
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２．事業の必要性等に関する視点

整備なし（R22） 整備あり（R22）

■事業の投資効果（費用便益分析）③ 交通量図 （単位：百台）
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凡 例

事業区間

未整備区間

八尾茨木線
-75百台/日

枚方茨木線
-39百台/日

茨木寝屋川線
120百台/日

235 184

訂正後


